
第 6 章　中世社会の展開　5. 戦国動乱と諸地域（2）一揆と戦国時代

■西伯耆の村上氏―商人的性格を持った戦国武将―
　この資料は、毛

もう

利
り

元
もとなり

就の重臣である平
ひら

佐
さ

就
なりゆき

之が、1564（永
えいろく

禄 7）に西伯耆
の武将である村上太郎左衛門に宛てた書状である。
　村上氏は、米子平野の淀

よど

江
え

（米子市淀江町）周辺に勢力基盤を持ち、日本
海水運にも関わった商人的性格を持つ戦国武将である。この地域の商人た
ちともつながりがあったと考えられる。
　この書状が出された当時、毛利氏は尼子氏の本拠地である出雲の富

と だ

田城
を攻めており、その東側にあたる西伯耆で尼子軍と激しく戦っていた。合
戦は長期にわたり、両軍ともに兵糧物資の確保が大きな課題となっていた。
この書状は、そのような中で出されたものである。
■毛利氏の兵糧統制と村上氏
　1ヵ条目によれば、村上氏は毛利氏から兵糧米100俵を渡すと伝えられ
ている。当時の村上氏が毛利軍の兵糧米の受け取りや管理を任されていた
ことがわかる。
　2ヵ条目によれば、毛利氏は村上氏に「兵

ひょう

糧
ろうどめ

留」を徹底するよう強く命じ
ている。「兵糧留」とは敵方の兵士が兵糧を入手できないよう、戦線地域の
商人たちの自由な売買を禁止する作戦である。毛利氏は村上氏を通して商
人たちの経済活動を統制し、尼子方の武将が
兵糧を入手するのを困難にしていった。
　こうして毛利氏は村上氏を通して地域商人
を味方につけ、尼子との戦いを優位に進めて、
やがて勝利を収めていく。戦国時代の合戦で
は、地域社会に影響力をもつ武将の働きが勝
敗に大きな影響を与えていたことがわかる。

                                                                                  （担当：岡村吉彦）

中世

因幡・伯耆の戦国武将 ―西伯耆村上氏―

永禄7年（1564）平佐就之書状（鳥取県立博物館蔵『宮本家文書』）★

【
意
訳
】

一
御
兵
糧
米
に
つ
い
て
、
百
俵
を
渡
す
約
束
で
あ
っ
た
が
、
五
十

俵
は
受
け
取
っ
た
か
。
残
り
五
十
俵
に
つ
い
て
も
承
知
し
て
い

る
。
す
ぐ
申
し
付
け
て
そ
ち
ら
へ
送
る
予
定
で
あ
る
。

一
そ
の
方
面
の
「
兵
糧
留
」
を
堅
く
命
じ
る
よ
う
に
。
毛
利
の
家

人
と
称
し
て
、
奉
行
人
の
許
可
状
を
持
た
な
い
者
に
も
兵
糧
米

を
売
買
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。
制
札

を
送
る
の
で
、
今
後
は
制
札
に
判
を
加
え
て
い
る
毛
利
奉
行
衆

の
許
可
状
を
持
た
な
い
者
へ
は
兵
糧
米
を
売
ら
な
い
よ
う
に
せ

よ
。（
以
下
略
）

・岡村吉彦「毛利氏の兵糧政策と西伯耆国人村上氏」（『鳥取地域史研究』第7号、2005年）
・岡村吉彦『鳥取県史ブックレット 4　尼子氏と戦国時代の鳥取』（2010年）

【
読
み
下
し
文
】（
一
部
の
み
抜
粋
）

一
御
兵
粮
米
の
儀
、
百
俵
約
束
申
さ
れ
候
、
然
ら
ば
五
十
俵

御
請
け
取
り
候
や
、相
残
り
今
五
十
俵
の
儀
、心
得
申
し
候
、

や
が
て
申
付
け
、
ま
い
ら
せ
ら
る
べ
く
候
、

一
そ
の
表
、
兵ひ

ょ
う

粮ろ
う
ど
め留
の
儀
、
堅
固
に
仰
せ
付
け
ら
る
の
由
、

尤
も
肝
要
候
、
然
り
と
雖
も
、
家
人
と
号
し
、
奉
行
衆
の

一
通
等
無
く
候
へ
共
、
米
売
買
候
哉
、
然
る
べ
か
ら
ざ
る

儀
候
、
そ
れ
に
つ
き
、
制
札
こ
れ
を
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
、

こ
の
加
判
の
衆
一
通
こ
れ
無
く
候
は
ば
、
兵
粮
の
儀
、
御

出
し
有
る
ま
じ
く
候
、
そ
の
た
め
、
制
札
調
え
、
こ
れ
を

ま
い
ら
せ
候
、こ
の
旨
を
以
て
仰
せ
付
け
ら
る
べ
く
候
、（
以

下
略
）

　
　
二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
就
之
（
花
押
）

★の写真は教育活動以外での無断利用や転載を禁止します。
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